
要 旨

過去 年間に 例の溶連菌感染後急性糸球体腎炎

( )を経験した。このうち 例は急性腎不全( )

とネフローゼ症候群(ネ症)を呈した重症例であった。年齢

は ～ 歳で男児 例 女児 例であった。最近の症例は

年 月の発症で 決して は軽症化している

とはいえない。 例に腎生検を施行し 全例管内増殖性の

の重症例と組織診断された。 例は半月体形成し

ており 慢性化したが最終的には予後良好であった。

はじめに

群β溶血性連鎖球菌(溶連菌)感染後の急性糸球体腎

炎( ： )

は 減少化 軽症化しているとされている。最近の傾向と

して ～ 年間の周期で局地的な の小流行がみ

られ 重症例も決して少なくない。 年 月から

年 月までの 年間の福岡大学および福岡大学筑紫病院

小児科での自験例 例のうち 例が急性腎不全および

ネフローゼ症候群(ネ症)を呈した。重症例と考えられるこ

れらの臨床病理学的検討を行ったので報告する。

対象および方法

の診断は 先行溶連菌感染症が証明され 一定

の潜伏期間をおいて血尿を認め さらに経過中一過性の低

補体血症を呈したものとした。ネ症の診断基準は厚生省

ネ症」研究班の基準によった。 は が /

および血清クレアチニン / 以上を呈したものとし

た。比較のため非重症 例のまとめを次項の「 非重

症125例のまとめ」に述べた。

福岡大学医学部小児科 同 筑紫病院小児科 (平成 年 月 日受理)

日腎会誌 ； ()： -
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成 績

症例を にまとめた。

年齢および性

年齢は ～ 歳に分布し 男児は 歳の各

例 女児は 歳の 例で合計 例であった。平均年齢は

歳で 例の平均年齢 歳より高い傾向がみられ

た。

発症年度

年 例 年 例 年 例 年 例 年

例であった。

先行感染

例が軽い上気道感染症であり 抗生剤の投与を受けた

症例は 例で 投与期間は 日間であった。他の 例は猩

紅熱であった。

主 訴

全症例が浮腫・乏尿を主訴に受診しており 先行感染か

らこれらの症状出現までの潜伏期間は ～ 日 平均

日であった。

尿蛋白

尿蛋白消失までの期間は 日～ 年 カ月で平均

日であった。 例の尿蛋白消失期間は平均 日であり

約 倍の長期にわたっている。 日尿蛋白の最高値の平均

は であった。ネ症を呈した期間は症例 を除き ～

週間であった。 は示さなかったがネ症を呈した症例

はほかに 例みられた。したがって ネ症を呈したものは

例中 例( )であった。

低蛋白(アルブミン)血症

血清総蛋白 血清アルブミンの平均値はそれぞれ /

/ であった。

急性腎不全

経過中の 血清クレアチニンの最高値の平均はそ

れぞれ / / であった。クレアチニンは

/ 以下であったが が / 以上を呈した例

は 例であった。高カリウム血症を呈した例は症例 の

/ のみであった。

腎生検( )

急性進行性糸球体腎炎や膜性増殖性腎炎を鑑別するため

例に腎生検を施行した。いずれも高度の管内増殖性腎炎

の像を呈し 症例 では などの間質尿細管障害を認

めた。蛍光抗体法による所見は係蹄壁を中心に と

が優位に染色されたが いずれも と の沈着は認

められなかった。症例 は 開放腎生検を施行し 個の

糸球体のうち 個に細胞性半月体の形成がみられた。症例

の典型的な所見を示す( )。蛍光抗体法では

が最も優位で メサンジウム領域より基底膜に沈着し

一部顆粒状であった。電顕所見で全例 を認め 症例

では基底膜障害と上皮細胞の癒合を認めた。
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症例一覧表

症例
年齢

(歳)
性

蛋白尿

(g/day)

血液生化学

TP Alb BUN Cr K T.Chol

尿蛋白消失

までの期間
備考

1 7 男 4.6 5.3 2.6 96 4.15.2 348 36日 PD(4日間)・腎生検

2 10 男 7.2 5.1 2.4 80 10.66.5 295 18カ月 PD(12日間)・腎生検・ステロイド剤

3 12 男 3.8 5.6 2.7 64 1.95.0 266 6カ月 腎生検

4 11 男 5.9 5.2 2.3 51 1.55.1 267 30日

5 9 女 3.5 5.9 2.8 92 1.64.2 252 20日 腎生検

TP：総蛋白(g/d) Alb：アルブミン(g/d) BUN：尿素窒素(mg/d) Cr：クレアチニン(mg/d) K：カリウ

ム(mEq/) T.Chol：総コレステロール(mg/d) PD：腹膜透析

組織所見一覧表

症例
腎生検まで
の期間(日)

光学顕微鏡所見 電子顕微鏡所見

管内増殖性 間質尿細管病変 hump 基底膜障害 上皮細胞癒合

1 27 高度 なし あり あり あり

2 50 高度 あり(ATN) あり なし あり

3 18 高度 なし あり なし なし

5 5 高度 なし あり なし なし

ATN：急性尿細管壊死



治 療

例に腹膜透析を施行し ～ 日間で透析より離脱で

きた。他の症例は輸液の管理のみで腎不全は改善した。症

例 のみステロイドパルス療法に引き続きネ症に準じたス

テロイド剤(ス剤)療法を行った

予 後

症例 は 年半後には尿所見は正常化し 腎機能障害も

残さなかった。他の 例はすべて カ月までに尿所見は

正常化し 例が遷延化したものの慢性化には至らなかっ

た。

非重症 例のまとめ

例の年齢は ～ 歳(平均 ± 歳) 男女比は

： であった。先行感染では扁桃炎 例( ) 猩紅

熱 例( ) 上気道炎症状 例( ) 潜伏期間は

日であった。受診時の主訴は重複したものも含めて浮

腫 例( ) 乏尿 例( ) 肉眼的血尿 例

( )であった。腎生検は腎外症候性急性糸球体腎炎

例のみ施行した。治療は安静 食事療法が主体であり 抗

菌剤は原則として 週間投与とした。尿蛋白陽性者は

例( )で 消失までの期間は ± 日であった。
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Electron microscopy shows the large subepithelial deposits(hump).
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C3predominates at GBM rather than mesangium.The glomerulus is enlarged with an increase of endocapil
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年以上経過観察し得た 例中 カ月以内に尿所見の改

善したもの 例( ) カ月以上尿所見が持続した

ものは 例のみであり 腎機能低下例はなかった。

考 察

溶連菌感染後急性糸球体腎炎( )は減少か 軽症

化しているとされている。自験例では確かに減少傾向はみ

られるものの決して軽症化しているとはいえない 。

の急性期の死亡率を過去の報告からみると ～ である。

死因としては急性期の三大危険症である急性心不全 高血

圧性脳症 高カリウム血症を伴う に加え 敗血症な

どとなっている。近年は病態の解明により 急性期の管理

が向上し これらの危険症の合併は少なく死亡率は 以

下となっている 。

の診断基準をどこにおくかによりその頻度は異な

るが とくに多数の半月体形成を伴わない管内増殖性腎炎

での の合併例の報告は少ない 。 ら は

/ 以上で ら は /

血清クレアチニン / 以上で と報告してい

るが これらには半月体形成を伴った症例が含まれてい

る。 血清クレアチニンの上昇は病初期の約 の

例にみられるが その程度は軽く短期間内で正常に回復す

る。今回の検討では の基準を が / 以

上および血清クレアチニンが / 以上とした。自験

例では半月体形成は症例 で認められ かつ などの

間質尿細管障害も合併したため高度の腎機能障害をきたし

たものと考えられた。自験例では 例中 例( )の

頻度であり 今なお注意すべき危険症の一つである 。

では急性期の腎機能障害の程度の強いものほど治

癒率は低下する 。

ら は 成人例ではあるが急性期の が

/ 以下では慢性化率は であるが / 以

上では 慢性化すると報告している。 ら は

半月体形成を伴わない管内増殖性腎炎を呈する を

を呈した群( 例)と呈さなかった群(例)に分け

その予後を比較検討した。その結果 両群ともに各 例の

慢性腎不全移行例を認め両群間に差は認めなかったとして

いる。 を呈した の予後も必ずしも不良ではな

いが 一部に移行する症例がみられる 。

に合併するネ症は ～ に認められてい

る 。また 自験例 例のように をきたす例もみ

られる 。成人例で ら は 急性期に がネ

症を呈し 血清クレアチニン / 以上の症例が半数を

占めたと報告している。

の腎組織所見とネ症の関連について これまで

にいくつかの検討がなされている。 ら は蛍光抗

体法による の沈着様式により

の 種の亜型に分類し

臨床病理学的検討を行っている。 は急性期

の症例にみられることが多く は 週間以

上経過した症例に多かった。この両 の症例は 一般

に予後は良好であった。ところが を呈する

症例は発症してからいずれの時期にも観察され 臨床的に

は急性期にネ症を呈したり 蛋白尿が長期にわたり持続す

る例が多かったと報告している。 カ月から 年の経過

観察期間でこの は予後不良の症例も多くみられてい

る。自験例 例にはこの は認めなかった。また 電

顕所見で多数の を認める例はネ症を呈することが多

く 予後も不良とされている 。

治療については は自然治癒傾向が強く 一般

的にはス剤や免疫抑制剤は使用されない。乏尿や無尿を伴

う には早期の透析療法が必要である。 に対し

てステロイドパルス療法など積極的な治療を行った報告が

散見される 。肉眼的血尿持続例やネ症を呈した症例に

は ステロイドパルス療法の後 ス剤の後療法を行い改善

をみたとの報告もみられる 。

組織学的に半月体形成を認める症例や蛍光抗体法で

を呈する症例では積極的な治療が望まれる。自

験例でも 症例 は を導入し ステロイドパルス

療法を含めたス剤療法を行い改善がみられた。

次に予後であるが いずれも急性期の蛋白尿の程度と腎

炎の遷延化・慢性化との間には関係があるとしている。

ら は 急性期にネ症を呈した症例の は回

復せず わずか が回復しネ症合併の予後が悪いこと

を報告している。 ら は 発症から 年以上蛋白

尿 高血圧または の低下を認め

た場合を慢性化と定義し 成人例の を ～ 年

間経過観察 最終的に観察期間中に末期腎不全へ進行した

ものが 例中 例( )にみられ 急性期にネ症を呈

した群では が慢性化 ネ症を呈さなかった群では

の慢性化率であったと報告している。小児では

やネ症合併例でも 予後は良好で 約 年間の小児期発

症 の予後を検討し 腎機能低下はなく軽微な尿

異常が持続するものは 例中 例であったと報告してい

る 。
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は病初期管理が重要であり やネ症を合

併した重症例においては腎生検など積極的な診断も必要で

ある。
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